
　

昭
和
51
（
１
９
７
６
）
年
の
第
11
回
か

ら
は
、
毎
年
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
講
師
の

謝
礼
予
算
を
抑
え
る
こ
と
も
あ
り
、
講
師

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
１
人
と
３
人
の
著
名

人
か
ら
な
る
４
回
講
座
の
ス
タ
イ
ル
と

な
っ
た
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
昭
和
61（
１
９

８
６
）
年
の
第
21
回
ま
で
続
く
。
さ
ら
に
、

昭
和
62
（
１
９
８
７
）
年
の
第
22
回
か
ら

は
講
師
が
３
人
と
な
り
、
著
名
人
の
み
の

講
座
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、

﹁
市
民
大
学
講
座
﹂
は
市
民
の
間
で
夏
の

恒
例
講
座
と
し
て
定
着
、
平
成
５
（
１
９

９
３
）
年
の
第
28
回
ま
で
継
続
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
第
１
回
か
ら
会
場
と
な
っ
て
き

た
文
化
会
館
大
講
堂
が
、
平
成
元
（
１
９

８
９
）
年
に
都
市
計
画
街
路
﹁
中な

か

市い
ち

立た
ち

戸ど

線
﹂
建
設
の
た
め
に
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
た
め
、
平
成
２
（
１
９
９
０
）

年
の
第
25
回
﹁
市
民
大
学
講
座
﹂
か
ら
は
、

隣
地
の
消
防
署
跡
地
に
建
設
さ
れ
た
ア
ゼ

リ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

﹁
市
民
文
化
講
演
会
﹂と
し
て
再
始
動

　

そ
の
後
、
平
成
６
（
１
９
９
４
）
年
が

市
制
施
行
40
周
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新

し
く
名
称
を
﹁
市
民
文
化
講
演
会
﹂
と
変

更
し
て
再
ス
タ
ー
ト
、
平
成
12
（
２
０
０

０
）
年
の
第
７
回
ま
で
、
講
師
３
人
の
ス

タ
イ
ル
で
継
続
さ
れ
て
い
く
が
、
第
８
回

は
講
師
が
２
人
、
第
９
回
は
、
と
う
と
う

講
師
が
１
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
背
景

に
は
、
バ
ブ
ル
経
済
破
綻
の
後
の
税
収
の

減
収
や
、
平
成
初
期
か
ら
の
景
気
回
復
を

目
指
し
た
公
共
事
業
へ
の
投
資
な
ど
の
負

債
が
重
く
の
し
か
か
り
、
市
財
政
が
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し
て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
多

く
の
自
治
体
が
財
政
難
に
苦
し
ん
で
お

り
、
県
内
で
も
有
数
の
財
政
優
等
生
で

あ
っ
た
本
市
も
例
外
で
は
な
く
、
行
財
政

の
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
の
第
10
回
以

降
で
は
、
市
民
文
化
講
演
会
の
単
独
予
算

で
は
講
師
１
人
が
精
一
杯
で
あ
り
、
人
権

教
育
講
演
会
の
予
算
や
外
部
団
体
と
の
共

同
事
業
な
ど
、
他
の
予
算
と
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
っ
て
捻
出
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し

て
、
な
ん
と
か
講
師
３
人
を
確
保
し
て
行

わ
れ
た
が
、
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。

　

平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
の
第
15
回
か

ら
は
講
師
が
再
び
１
人
と
な
り
、
実
施
時

期
も
８
月
で
は
な
く
、
９
月
や
10
月
実
施

が
多
く
な
っ
た
。
平
成
24
（
２
０
１
２
）

年
の
第
19
回
は
講
師
２
人
で
開
催
さ
れ
た

が
、
翌
第
20
回
か
ら
は
講
師
１
人
と
な
り
、

つ
い
に
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
に
実
施

さ
れ
た
第
21
回
、
教
育
評
論
家
の
尾
木
マ

マ
こ
と
尾
木
直
樹
氏
が
講
師
を
務
め
た
講

座
が
最
後
と
な
っ
た
。
市
は
こ
の
年
が
市

制
施
行
60
周
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
る
こ

と
か
ら
、
事
業
評
価
を
改
め
て
行
い
、﹁
市

民
の
知
識
や
教
養
を
高
め
、
よ
り
豊
か
な

生
活
を
築
き
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
役

立
つ
よ
う
に
と
願
っ
た
所
期
の
目
的
は
、

あ
る
程
度
達
成
で
き
た
﹂
と
判
断
し
、﹁
市

民
文
化
講
演
会
﹂
は
、
長
い
歴
史
に
幕
を

下
ろ
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。﹁
市

民
大
学
夏
期
講
座
﹂
か
ら
数
え
て
通
算
49

回
目
の
講
座
で
あ
っ
た
。

※
文
中
に
あ
る
﹁
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
者
﹂
と
﹁
Ｎ

Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
﹂
に
つ
い
て
は
、
当
時
の

広
報
お
お
た
け
の
記
事
を
原
文
の
ま
ま
掲

載
し
て
お
り
、
同
一
の
役
職
な
の
か
不
明

で
す
。

（上）平成24年の講師、香山リカ氏（精神科医）、勝間和代氏（経済評論家）、平成26年の尾木直樹氏（教育
評論家）の開催案内の広報紙（左）昭和42年の曽野綾子氏（作家）の講演。受講者が大幅に増えた。（右）長
く文化活動の重要な役割を担ってきた文化会館。

第５回 文化会館ができて始まった
 「市民大学講座」

市民の知識・教養を高める目的で昭和41年から
始まった講演会形式の「市民大学夏期講座」。
名称や内容を変えながら平成26年まで継続さ
れてきました。その変遷をたどります。

壊
さ
れ
た
。

ほ
ろ
苦
い
ス
タ
ー
ト﹁
市
民
大
学
夏
期
講
座
﹂

　

文
化
会
館
内
に
新
し
く
社
会
教
育
課
が

配
置
さ
れ
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
教
育

講
座
が
展
開
さ
れ
て
い
き
、昭
和
41
（
１
９

６
６
）年
７
月
に
は
従
来
か
ら
あ
っ
た﹁
会

館
大
学
﹂
を
﹁
市
民
大
学
教
養
講
座
﹂
と

改
め
て
、読
書
会
、短
歌
教
室
、俳
句
教
室
、

川
柳
教
室
な
ど
の
初
心
者
の
た
め
の
講
座

を
無
料
で
開
設
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、

同
年
８
月
に
は
教
養
を
高
め
生
活
を
豊
か

に
す
る
目
的
で
﹁
市
民
大
学
夏
期
講
座
﹂

も
臨
時
に
開
設
。
広
島
大
学
の
教
授
陣
を

は
じ
め
、
専
門
分
野
の
講
師
を
招
い
て
７

日
間
の
集
中
講
座
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

こ
の
講
座
は
、
全
講
座
受
講
で
１
０
０
円

の
受
講
料
だ
っ
た
。（
当
時
の
高
卒
公
務
員

の
初
任
給
は
１
万
６
１
０
０
円
）
第
１
回

市
民
大
学
夏
期
講
座
の
受
講
者
数
は
、
延

べ
１
０
９
０
人
で
１
講
座
平
均
の
受
講
者

社
会
教
育
活
動
の
拠
点﹁
文
化
会
館
﹂開
館

　

公
民
館
活
動
が
地
域
の
社
会
教
育
活
動

の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
社
会
教
育
法
が
制
定
さ
れ

た
昭
和
24
（
１
９
４
９
）
年
以
降
の
こ
と

で
あ
る
。

　

市
域
の
昭
和
30
年
代
に
お
け
る
広
義
の

公
民
館
と
し
て
は
、
町
村
立
の
大
竹
公
民

館
︻
昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
設
立
、
現

在
の
大
竹
中
学
校
敷
地
に
あ
っ
た
旧
海
軍

下
士
官
集
会
所
を
利
用
︼
玖
波
町
公
民
館

︻
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
設
立
︼
栗
谷

村
公
民
館︻
昭
和
28（
１
９
５
３
）年
設
立
︼

の
３
館
の
ほ
か
、
地
区
ご
と
に
地
域
住
民

が
自
主
的
に
設
立
し
た
８
館
の
公
会
堂
な

ど
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
施
設
は
各
町

村
に
お
け
る
社
会
教
育
活
動
の
中
心
と
し

て
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、
青
年
団
、
婦
人
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
各
種
団
体
に
も
積
極
的
に

利
用
さ
れ
、
地
域
社
会
の
発
展
に
大
き
く

役
立
っ
た
の
で
あ
る
。

　

昭
和
38
（
１
９
６
３
）
年
11
月
に
は
大

竹
公
民
館
に
替
わ
っ
て
、
大
竹
市
文
化
会

館
（
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け
の
前
身
）
が
建

設
さ
れ
、
市
域
に
お
け
る
社
会
活
動
の
中

心
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
た
大
竹

公
民
館
は
、
旧
海
兵
団
跡
地
（
現
在
の
三

井
化
学
㈱
大
竹
工
場
）
へ
の
企
業
進
出
に

伴
い
、
同
地
に
設
置
さ
れ
て
い
た
大
竹
中

学
校
の
移
転
先
に
決
定
し
た
た
め
、
昭
和

36
（
１
９
６
１
）
年
８
月
に
閉
館
、
取
り

数
は
１
５
６
人
。
１
講
座
の
定
員
が
６
５

０
人
だ
っ
た
か
ら
、
定
員
の
４
分
の
１
に

満
た
な
い
ほ
ろ
苦
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
は
、
翌
年
の
第

２
回
﹁
市
民
大
学
夏
期
講
座
﹂
の
受
講
者

数
を
増
や
そ
う
と
企
画
を
練
り
直
し
、
出

さ
れ
た
プ
ラ
ン
が
、
中
央
で
活
躍
し
て
い

る
作
家
曽
野
綾
子
氏
や
評
論
家
の
大
宅
壮

一
氏
を
加
え
た
７
回
講
座
の
開
設
だ
っ

た
。
こ
れ
が
大
当
た
り
し
、
受
講
料
を

２
０
０
円
と
倍
増
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
な
ん
と
延
べ
２
３
４
０
人
も
の
市
民

が
受
講
し
、
第
１
回
受
講
者
数
の
倍
増
以

上
と
い
う
大
盛
況
の
結
果
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
以
後﹁
市
民
大
学
夏
期
講
座
﹂に
は
、

必
ず
中
央
で
活
躍
し
て
い
る
著
名
人
を
２

人
は
加
え
る
よ
う
に
な
る
。

　

し
か
し
、
な
ぜ
か
受
講
者
数
は
第
３
回

が
延
べ
１
６
７
７
人
、
第
４
回
が
延
べ

１
０
６
４
人
と
減
少
傾
向
が
続
く
。
教
育

委
員
会
は
、
改
め
て
受
講
者
数
の
低
迷
の

原
因
を
探
り
、
お
そ
ら
く
受
講
者
数
の
減

少
は
﹁
７
回
﹂
と
い
う
講
座
数
に
一
因
が

あ
る
の
だ
ろ
う
と
分
析
し
た
。
そ
こ
で
第

５
回
か
ら
講
師
を
７
人
か
ら
５
人
に
し
て

み
る
が
、
延
べ
受
講
者
数
は
８
４
１
人
と

低
迷
、
一
向
に
受
講
者
数
の
増
加
に
は
つ

な
が
ら
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年

の
第
６
回
講
座
で
は
、
第
１
回
か
ら
講
師

を
し
て
い
た
大
学
教
授
に
代
わ
っ
て
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
解
説
者
１
人
と
著
名
人
４
人
が
講
師

を
務
め
る
５
回
講
座
と
し
て
開
講
し
た
と

こ
ろ
、
受
講
料
を
３
０
０
円
と
値
上
げ
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
延
べ
受
講
者
数
は

２
４
７
４
人
と
過
去
最
高
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
当
時
は
ち
ょ
う
ど
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

が
普
及
し
始
め
た
こ
ろ
で
、
テ
レ
ビ
で
見

た
こ
と
が
あ
る
講
師
の
話
を
﹁
生
﹂
で
聴

き
た
い
と
い
う
市
民
が
増
え
た
こ
と
に
も

一
因
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
広
報
で
の

受
講
者
募
集
の
記
事
に
、
講
師
陣
の
顔
写

真
を
初
め
て
掲
載
、
そ
れ
ま
で
の
文
字
だ

け
の
一
覧
表
か
ら
切
り
替
え
た
こ
と
も
大

き
な
要
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

著
名
人
を
講
師
に﹁
市
民
大
学
講
座
﹂

　

こ
う
し
て
、
当
初
は
臨
時
の
短
期
集
中

講
座
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
﹁
市
民
大
学

夏
期
講
座
﹂
は
、﹁
年
に
１
度
は
著
名
人

の
講
話
が
聴
け
る
﹂
と
好
評
を
得
て
、
市

民
の
間
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
昭
和
47（
１

９
７
２
）
年
の
第
７
回
講
座
か
ら
は
名
称

を
﹁
市
民
大
学
講
座
﹂
と
改
め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

解
説
委
員
１
人
と
４
人
の
著
名
人
と
い
う

ス
タ
イ
ル
の
ま
ま
、第
10
回
の
昭
和
50
（
１

９
７
５
）
年
ま
で
続
い
た
。
な
か
で
も
昭

和
48
（
１
９
７
３
）
年
の
第
８
回
講
座
で

は
、
作
曲
家
の
高
木
東
六
氏
（
人
気
音
楽

番
組
の
審
査
員
）、
女
優
の
山
東
昭
子
氏

（
現
参
議
院
議
員
）
そ
し
て
前
年
の
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
金
メ
ダ
ル
を
も
た
ら
し

た
、
元
監
督
の
松
平
康
隆
氏
が
講
師
だ
っ

た
影
響
も
あ
り
、
延
べ
受
講
者
数
は
３
０

５
０
人
と
過
去
最
高
を
記
録
し
て
い
る
。
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